
観覧料 ・一般 300 円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1968年 49歳になっ

た宮永は「さしえの仕

事は止めることにし

たんだ。純粋に自分だ

けの絵を描きたい。」

と話し、デザインの仕

事を少しずつ整理し

ていき、油彩画に専念

するようになります。 

以降、様々な画風の

油彩画を描きました

が、1970年に描かれた

この作品は、1960年後

半に描かれていた、原

色に強烈な色彩と躍

動感あふれる女性像

から、ロココ調で優美な女性像へと変わっていく時期の

ものです。筆の勢いを感じられるものが多かった宮永の

作品ですが、晩年描かれた美人画では一転、筆の走りは

押さえられています。 

この作品では、ラフなタッチの鮮やかな背景と衣装と

は対照的に、淡色で繊細に描かれた女性の表情は微笑ん

でいるようにも、物憂げなようにも見ることができます。 

1 枚の絵の中の異なる筆使いから宮永の新しい挑戦へ

の試行錯誤が感じられます。 

カメラクラブ遊友 
第 22回写真展“それぞれの世界” 

2 月 29 日（土）～3 月 7日（土） 
10:00～17:00  （初日 13:00 から 最終日 15:00 まで） 

 「会員の個性と感性を大切に」を基本理念に、各人が個性

に富み、感性溢れる写真を、独自の方法で展示します。 

飯田欣子作品展（七宝・油彩画） 

3 月 10 日（火）～3 月 15 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13:00 から 最終日 15:00 まで） 

長い創作活動の集大成として地元では初めての個展です。

七宝の大作と初期の油彩画を併せて 30 点程展示します。 

ふれあい写真クラブ・東映団地写真同好会 
合同写真展 

3 月 17 日（火）～3 月 22 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13:00 から 最終日 16:00 まで） 

二つのクラブのコラボ展。各人に与えられたスペースを活

用し、個性や感性に富んだ“小さな個展”を展開。 

おおね油絵サークル展 

3 月 24 日（火）～3 月 29 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13:00 から 最終日 16:00 まで） 

 平成から令和元年にかけて描き上げた作品です。それぞ

れの個性を汲み取っていただければ幸いです。 

 

4月の市民ギャラリー展覧会の予定 

秦野スケッチ会 

4 月 30日（木）～5月 5日（火） 

 

展示作品より今月の一点 
 

 

展示作品より今月の一

点 

 

3 月の休館日 ： 2 日(月) 9 日(月) 16 日(月) 23 日(月) 30 日（月） 
 

常設展示室  市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

※ 3 月 1日(日)より 9月分までの予約を受け付けています。 

2020    月 3 

《 花 園 の 女 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

油彩画 1970 年 59.0 ×68.0cm 

6F 

 

 

 

 
宮永は晩年まで日々睡眠

時間２～３時間で創作活動

を行っていました。更に若

い頃はしっかり睡眠をとる

のは正月だけで、普段は秦

野から勤務先の銀座までの

電車内で眠るのみ。一緒に

暮らす内弟子たちも宮永と

同じように過ごさねばなら

ず苦労したそうです。 

 

 


